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取り揃えている点が大きな強みともなっています。研究者の日々の積
み重ねが、社会に多くの貢献をもたらしています。インミディアム社
は、そんな研究者の方々の快適な研究環境づくりを下支えする役割を
担っています。

【これからの目標】
　まだまだ研究者の間には知られていないという課題を抱えていま
す。今後は、商品ラインナップの充実とあわせて、広報活動に力を入
れていきたいとのことです。より多くの研究者に利用してもらえるサ
イトを目指して、従業員とともに、SNSの活用など様々な取り組みを
進めています。

【取材を通して】
　「事業や組織の仕組みづくりも、経営者の大きな役割」と語る佐藤
さん。仕事に対するモチベーションについてお聞きしたところ、焦り
といったマイナスのエネルギーが原動力になることも多いそうです。
ちなみに、最近テニススクールに通い始めたとのこと。取材を通して、
仕事でも、プライベートでも、新しいことに果敢に取り組む姿勢から
たくさんの刺激を頂きました。（SIC 樽川）

株式会社インミディアム
SIC-1　309号室
URL : https://www.inmediam.com/
E-mail : info@inmediam.co.jp

【代表プロフィール】
株式会社インミディアム（INMEDIAM, Inc.）
代表取締役　佐藤　雅司（さとう　まさし）
静岡県出身（マレーシア生まれ）・相模原市在住

【創業の経緯】
　SICの入居企業で、細胞試験などの受託試験事業を行っている株式会
社エーセルの代表者でもある佐藤さん。同社での経営経験に加えて、
会社員時代の営業マンとしての経験などから新たな事業を着想し、
インターネットを通して理化学機器や研究用消耗品の販売を行う株式
会社インミディアムを設立しました。
　SICには会社設立と同時に、SIC-1のスモールオフィスに入居されて
います。現在は、エーセル社の社長業の傍ら、インミディアム社の事
業を軌道に乗せるべく忙しい日々を送っています。

【事業紹介】
　大学や企業の研究者にとって、光学顕微鏡などの理化学機器やビー
カーなどの研究用消耗品は、代理店の営業マンを通して購入すること
が多い。また、一部でインターネット通信販売を行っているWEBサイト
はあるものの、取扱商品の多くが工具などの工業系商品で、理化学系の
研究分野に特化した商品を取り揃えるサイトはありませんでした。そこ
で佐藤さんは、理化学系研究者のニーズに応え、研究者の研究環境向
上に資する新たな仕組みとして、理化学機器や研究用消耗品の通信販
売を行うWEBサイトを立ち上げることになりました。
　理化学系の機器や消耗品の種類は、非常に多岐にわたります。まだ
まだ掲載しきれていない商品も多いとのことですが、数多くの商品を
販売し、他のサイトでは取り扱っていないメーカーの機器類も豊富に

SIC に入居されている企業様をご紹介します。その１６３

「研究者が研究に専念できる仕組みづくり」

>>> SIC-1 株式会社インミディアム 
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暑い5月でした。6月は梅雨季節です。田植えの季節もそろそろ終わりでしょうか。そこで、最近気になる日本語があります。お米を
炊いたものを「ごはん」、「お米」とは言いません。ですが、最近、「ごはん」を食べながら「お米が美味しい！」と言う会話が聞
こえてきます。これもまた、時代なのでしょうか。イネを育ててお米を収穫するまでには、８８回もの手間が掛かることから「米」
と言う字ができたとか。だからこそ手間暇かけたお米の「ごはん」は、「いただきます。」と言って頂きたいですね。　　　　荻島

　　　　　　　　　　　○今月の掲載記事紹介○
　新聞紙上に掲載された企業をご紹介します。ご紹介する記事は、
SIC-1 と 2 に掲示していますので、ご覧ください。
　
　５月 10 日（金）　髙瀨総合法律事務所　          かながわ経済新聞 -
　　　　　　　　　-従業員の解雇について④-　

開催内容等、詳しくは SIC ホームページをご覧ください。

ロボット SIer
養成講座 2019

　第 3 回目となる今回は、ご好評を博した昨年度の内容をベースに
受講者意見などを取り入れ、ロボットＳＩeｒの広範囲にわたる業務
プロセスについて効果的に学べる場をご提供します。

●日時：令和元年 8月 5日 ( 月 ) ～ 10 月 18 日（金）全 9回
●会場：SIC-2　大会議室他
●対象者：・ロボット SIer（システム・インテグレータ）のノウハウ
　　　　　　を学びたい若手エンジニア　　
　　　　　 ・自動機・ＦＡ等の開発エンジニア、またはロボットユー
　　　　　 　ザー企業のエンジニア
●受講料：税別 80,000 円（受講申込後、別途ご案内致します。）
●募集人数：２０名（１社から２名までの参加可）　※先着順

詳細は、近日アップ予定のホームページをご覧ください。

● お問い合せ先　担当：樽川・大河内（SIC-１)

時代に打ち勝つ『経営力』が求められている

まだ間に合います！塾生募集中！
　本塾では、先端的な企業のケーススタディーを通し、経営の理論
と実践を学ぶとともに、塾生自らが事業構想を再構築することによ
り、「真の経営力」を養成することを最終目的としています。
　本年も塾生を募集いたします。皆様からのお申し込みをお待ちし
ています。

＜講師のご紹介＞

●　コーディネーター　寺本　明輝氏
　　　　　株式会社浜銀総合研究所　顧問・特任コンサルタント、
　　　　　横浜商科大学　非常勤講師、中小企業診断士
　　
● 開  催  日　 令和元年６月１５日（土）～令和２年２月８日（土）　全１１回
● 会　　場　SIC-２大会議室　他　　
● 募集人数　１５名
● 対　　象　経営者または経営幹部
● 受  講  料　２００,０００円（消費税別・１泊２日の合宿費用を含む）
● お申し込み・お問い合せ先　担当：片山（SIC-1)
　 詳しくはホームページをご覧ください。

今年もやります！『子どもアントレ 2019』
「さがみはら子どもアントレプレナー体験キャンプ︕」

募集要項
● 対象 小学校５～６年生（市内在住在学者）
● 日程 令和元年８月１６日 ( 金）～１８日（日）
                    ※２泊３日の合宿
● 場所 サン・エールさがみはら、相模川ビレッジ若あゆ、相模大野
　   　　　駅北口ペデストリアンデッキ、ユニコムプラザさがみはら
● 定員 ６０名（応募者多数の場合抽選、参加経験のない方優先）
● 募集期間　令和元年６月１日（土）8：30 ～ 11 日（火）17：00 （必着）
● 参加費 　   ８，０００円（食費、宿泊費、教材費、傷害保険含む）

【子どもアントレは、協賛社（者）の皆さんに支えられています】

　本事業は、毎年、子どもたちの負担を軽減するため、 趣意にご賛同く
ださった多くの皆様からご協賛をいただいています。 大きな夢を持ち、
無限の可能性にあふれた子どもたちの育成に、 皆様のご支援を心よりお
願い申し上げます。
協賛金：１口 １万円（詳しくはＳＩＣホームページをご覧ください。）
後援 ：相模原市、相模原市教育委員会、相模原商工会議所、
　　　　　　（公財）相模原市産業振興財団
※お問い合わせ先 　さがみはら子どもアントレプレナー体験事業　
　　　　　　　　　 実行委員会 事務局 　 担当：上野（ SIC-2 ） ロボット

SIer
養成講座 2019

速報！
「SIC 空き室情報」

　SIC の空き室情報です。
○セミラボ：実験、評価、分析などウェットラボとして、設計、試作など
 　　　　　　   研究開発ラボとして目的に合わせてご利用いただけます。
　増床・移転をご希望の方はご検討ください。
※ お問い合わせ先　担当：大谷・稲垣（ SIC-２ ）

空き室情報！
SIC 空き室情報（令和元年 6月 3日現在）※お気軽にお問い合わせください。

SIC-2　増築棟（仮称）
　　　   　セミラボ（63.18 ㎡）　３Ｆ　313,314 号室
　　　　　　　　　　　　　　　４Ｆ　411,412,413,414,415 号室
　　　　　　　　　　　　　　　５Ｆ　511,512,513,514,515 号室
　　　　　※令和元年９月以降入居可能

SIC-２増築棟
入居企業を
募集中です！

５８日
ＳＩＣ-２増築棟完成まで、

SIC-2 増築棟完成までのカウントダウン！！


